
藁科地域
学校再編についての
説明会

令和６年１月
静岡市教育委員会事務局



本日の目的

2

これまでの藁科地域小中学校統合準備委員会での意見等を
踏まえた、市教育委員会としての対応方針を説明

１ 藁科地域における統合準備委員会開催までの経緯

 ２ 令和６年度の小学校統合について
(1)新しい小学校での教育活動
(2)通学支援策
(3)放課後の子どもたちの過ごし方（オクシズアフタースクールズ）

３ 令和10年度の小中学校統合に向けて
(1)アンケート結果
(2)新しい学校施設

   (3)今後の建設スケジュール（予定）

４ その他（今後議論していくこと）
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１ 藁科地域における
  統合準備委員会開催
  までの経緯



令和４年
●２月 清沢地区自治会連合会及び清沢小学校PTAから
        要望書提出
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【要望内容】

清沢小学校を中藁科小学校に統合する。

●２月～６月 藁科地域の2030の学校を考える会開催
・こんな子どもたちが育つといいな
・こんな学校ができるといいな
・こんな地域になったらいいな

これまで

１ 藁科地域における統合準備委員会開催までの経緯
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【要望内容】

中藁科小学校、水見色小学校、清沢小学校、藁科中学校を
統合し、施設一体型の小中学校とする。

●９月 中藁科地区自治会連合会、清沢地区自治会連合会、
各学校PTA(中藁科小、水見色小、清沢小、藁科中)から

        要望書提出

【参考】児童・生徒数（学級数） 令和５年５月１日現在

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合計
（参考）
R10推計

水見色小学校 ０ １・１（１） ０ １・１（１） ４（２） ５

清沢小学校 ２（１） ０ ２・４（１） ２・８（１） 18（３） ９

中藁科小学校
６（１）
特支１

11（１） 17（１） ６（１）
12（１）
特支１

７（１）
特支２

59（６）
４（１）

33

小学校計 ９ 12 20 10 16 18 85 47

藁科中学校 18（１） 14（１） 16（１） － － － 48 29

●11月 重要政策検討会議⇒本市として事業を進めることを決定

１ 藁科地域における統合準備委員会開催までの経緯



令和４年度
2022

令和５年度
2023

令和６年度
2024

令和７年度
2025

令和８年度
2026

令和９年度
2027

令和10年度
2028

●
要望書提出①

●
要望書提出②

中藁科小

清沢小

水見色小

藁科中

小布杉分校（休校中）

中
藁
科
小
、
小
布
杉
分
校
、
清
沢
小
、

水
見
色
小
統
合

★
４
月
開
校

清沢小

創立150

周年 小
中
一
貫
校

小学校統合（中藁科小校舎使用） 小
学
校
、
藁
科
中
統
合

★
４
月
開
校

引
越
し

地質調査 基本設計・実施設計 新校舎建設工事
旧中学校校舎
解体工事

完
成
・
引
越

【新校舎建設】藁科中敷地内（工事期間中は既存校舎を使用）
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藁科地域学校再編スケジュール(案)

１ 藁科地域における統合準備委員会開催までの経緯
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令和５年
●１月25日 第１回藁科地域小中学校統合準備委員会

・構成委員：自治会、学校PTA、学校関係者等

・進め方の確認：会長は１年で交代、瓦版で情報発信等

１ 藁科地域における統合準備委員会開催までの経緯

現在

●令和６年１月までに、統合準備委員会を６回開催

・令和６年度小学校統合にかかる学校名称について

・通学支援について

・放課後子ども教室、放課後児童クラブについて

・統合後の小学校での教育活動について

・新しい学校施設に向けてのアンケートについて   等
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１ 藁科地域における統合準備委員会開催までの経緯

令和６年度 中藁科小学校(小布杉分校含む)、水見色小学校、
清沢小学校を統合し、中藁科小学校とする。

令和10年度 中藁科小学校と藁科中学校を統合し、施設一体型の
小中学校とする。

統合準備委員会の様子 統合準備委員会の瓦版
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２ 令和６年度の
小学校統合について
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●小中一貫教育藁科中ｸﾞﾙｰﾌﾟ
の教育構想に基づいた活動

◎R6学校教育目標
『自立する子』

・自主自律の力
・学ぶ力
・つながる力

○R6小学校の重点目標
『自分で決めて やりぬく子』

→ 子どもたちの心の安定優先

２（１）新しい小学校での教育活動
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＜地域を舞台にした活動＞

●４月 中藁科紹介

●５月 水見色散策デー

● 〃 清沢散策デー

●１・２年生 生活科学区探検

●３年生 社会科地域調べ

●３～６年生 わらしな学

清沢地区 中藁科地区 水見色地区

２（１）新しい小学校での教育活動



★ 学習のテーマ・目指す姿・フィールド・学習の材(財) ★
学年 １・２年 ３・４年 ５・６年 中１・２・３年

目標
自立する子

～やりたいことを自分で見つけ、
他と関わりながら自分なりの思いをもって主体的に行動する児童・生徒～

めざす姿
わらしなに
進んで親しむ姿

わらしなを知り、
進んでかかわる姿

わらしなの理解を深め、進
んで良さを発信する姿

わらしなの未来を創造し、
わらしなに貢献する姿

テーマ
わらしなの
自然・人・行事

A：わらしなの
福祉

B：わらしなの
自然環境(生き物)

A：わらしなの
歴史・伝統文化

B：わらしなの防災

令和５年度と
同じ

学習の
フィールド わらしなの地域全体

わらしなの地域全体
＋地域外

学習の材
(財) わらしなの ひと・こと・もの

２（１）新しい小学校での教育活動

令和６年度 わらしな学
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●８：00 始業

●11：50 給食

●12：55 ５時間目開始

●13：50放課（５時間の日）
14：45放課（６時間の日）

○放課後子ども教室

○放課後児童クラブ

２（１）新しい小学校での教育活動

令和６年度 日課表
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●清沢地区
・登下校は路線バス
・通学定期券購入代金の補助あり

●水見色地区
・登校は送迎車（乗車運賃は無料）
・下校は路線バス（デマンドバス）
・路線バスの運賃を補助

清沢
水見色

久能尾号 湯ノ島号

登校 路線バス 路線バス 送迎車

下校 路線バス 路線バス 路線バス

令和６年４月の通学方法・支援策

清沢小

水見色小

中藁科小

5.1㎞ 4.3㎞

２（２）通学支援策
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●路線バス運行の状況等を確認しながら、引き続き、
令和10年度に向けて検討していく。

清沢
水見色

久能尾号 湯ノ島号

7:17 乗車(鍵穴)

7:26 乗車(久能尾) ↓

7:30～
7:40頃

↓ ↓

到着（中藁科こども園前） 乗車(水見色)

↓ ↓ ↓

7:50頃 学校到着

清沢
水見色

久能尾号 湯ノ島号

（バスの時間に合わせて）学校出発

↓

15:11 ↓
乗車(中藁科
こども園前)

15:15
乗車(中藁科
こども園前

↓ ↓

15:51 ↓
乗車(中藁科
こども園前)

↓

登校時 下校時

２（２）通学支援策
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令和５年度までの放課後の過ごし方

●放課後子ども教室
所管課 教育総務課

設置目的

・全児童を対象に、安全安心な子どもたちの放課後の活動の場を創出
・学びの機会や体験の場を提供し、自主性、創造性を育成
・異学年児童、地域の運営スタッフとの交流活動を通し、社会性を育成
・学校・家庭・地域が連携して子どもを育てる環境を作り、地域教育力を向上

対象児童 １～６年生全児童 ※保護者の就労状況は問わない

開設数 小学校81校/83校（R5.4.1）

活動場所 校庭・体育館・図書室・特別教室等

実施日 平日 ※日数、時間等は学校や地域の状況に応じ設定

実施時間 放課後～概ね16:30（完全下校時間）

利用料金 原則無料 ※原材料費等の実費徴収あり

スタッフ 地域住民の方々によるボランティア

業務形態 地域住民で組織された実行委員会に委託

地域の方々に
よる社会教育

２（３）放課後の子どもたちの過ごし方
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令和５年度までの放課後の過ごし方

●放課後児童クラブ
所管課 子ども未来課

設置目的
・放課後に保護者が就労等のため、家にいない者に対し安全な遊びや生活の

場を提供し、健全育成を図る（平成27年度より 全児童が対象）
・保護者の就労やワークライフバランスの確保の支援

対象児童 １～６年生児童 ※入会にあたり保護者の就労や疾病、介護状況等の審査あり

開設数 84施設（R5.4.１）※この他、静岡市内には民間事業者によるクラブが14箇所

活動場所 児童クラブ室（余裕教室・独立棟）、児童館等

実施日 葵・駿河区・蒲原東・由比地区 平日、土曜日、長期休業期間

実施時間 平日（正午～最大19:00）、土曜日・長期休業日（8:00～最大19:00）

利用料金 葵・駿河区・蒲原東・由比地区
9,500円（延長18～19時＋100円/日）
※長期休業日は12,000～17,400円

スタッフ 放課後児童支援員（有資格者）、補助支援員

業務形態 葵・駿河区・蒲原東・由比地区は静岡市社会福祉協議会に委託

保護者の
就労支援

２（３）放課後の子どもたちの過ごし方
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令和５年度までの放課後の過ごし方

●小学校の状況

清沢小学校

●児童数 18人

児童クラブ 設置なし

放課後子ども教室 週４日

水見色小学校
●児童数 4人

児童クラブ 設置なし

放課後子ども教室 週１日

中藁科小学校
●児童数 63人

児童クラブ利用者 平日14人、長期休業時24人

放課後子ども教室 週２日

２（３）放課後の子どもたちの過ごし方
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令和６年度からの放課後の過ごし方

授業のある月～金、路線バスの時刻
に合わせて、概ね15：30まで、全て
の児童が参加できる放課後の居場所
を開催します。
民間事業者が一括で運営しますが、
15：30までは、これまでどおり地域
の方々のご協力の下で開催します。

子ども教室と児童クラブを一体化

ＮＥＷ 

子ども教室
児童クラブ
希望する児童は

全員参加可

児童クラブ
利用可能な
児童のみ参加

←14:00～15:30頃→

←15:30～18:00→
（延長～19:00）

民間事業者が
一括運営

スタッフは
地域ボランティア＆

支援員等 スタッフは支援員等

オクシズ・アフタースクールズ in 藁科
O A S ｓ

オアシス
藁科

藁科地区の子どもたちのために、地域の方々には
引続き、見守りやプログラム提供へのご協力をお願いいたします。

２（３）放課後の子どもたちの過ごし方
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３ 令和10年度の
小中学校統合に向けて
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どんな子どもに育ってほしいか

１ 周りの人を大切にする、思いやりがある、協力できる

２ 地域を大切にする、誇りに思う

新校舎に求める機能

１ 子どもたちの学ぶ意欲を引き出す

２ 安全安心ですべての人に優しい

３ 環境や風土へ配慮する

４ 長く使い続けられ、柔軟性がある

３（１）アンケート結果

※類似した内容の回答を集約

※アンケート結果を踏まえ集約

このほか「自分から積極的に学ぶ、行動する」「挨拶がしっかりできる」
「明るい、活発、健やかに育つ」等
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①子どもたちの学ぶ意欲を引き出す藁科地域の魅力ある学校
子どもたちが自らの意欲をもって学ぶ環境が充実した施設を目指します。

また、“わらしな学”などにおいて地域交流とともに特色ある教育により藁科地域の魅力を伝える施設を
目指します。

②安全安心ですべての人にやさしい学校
児童、生徒、教職員、地域住民等のすべての人が利用しやすいよう、

ユニバーサルデザインに配慮した安全に過ごすことができる施設を目指します。
また、子どもたちが心を落ち着かせることができる施設を目指します。

③環境や風土に配慮した学校
藁科地域の周辺環境や風土と調和した建物配置と2階建てを目指します。

また、木のぬくもりにより藁科地域の地場産業の魅力や、温暖化への意識、脱炭素社会への貢献を体感
できる施設を目指します。

④長く使い続けられる柔軟性のある学校
教育内容の変化や児童・生徒数の変動に対応する柔軟性、機能性の高い施設を目指します。

また室内環境や耐久性を確保し、長く使い続けられる施設を目指します。

３（２）新しい学校施設

新しい学校施設イメージ



23

●既存校舎を使いながらの新校舎建設
既存校舎と距離をとり、学習活動への
影響考慮。

●新校舎の配置
・既設の体育館とプール利用を考慮
・敷地南側への校舎配置で見晴らし確保

３（２）新しい学校施設

配置計画（案）の概要



24A【木のぬくもりの外装と外からの
アクセスのイメージ】
（参考：魚津市星の杜小学校）

E 【柔軟で創造的な学習環境のイメージ】
(出典：「新しい時代の学びを実現する学校施設

の在り方について」文部科学省）

H 【木のぬくもりの内装と
利用区画の分割のイメージ】
（参考：魚津市星の杜小学校）

D 【校舎内スロープのイメージ】
（参考：静岡市歴史博物館）

３（２）新しい学校施設

平面計画１階（案）の概要
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G【木のぬくもりの普通教室と
広めの廊下のイメージ】

（参考：魚津市星の杜小学校）

F 【図書室とICT室と自習室を
組み合わせた情報センターのイメージ】

(出典：「新しい時代の学びを実現する学校施設
の在り方について」文部科学省）

C 【木のぬくもりと普通教室のイメージ】
（参考：魚津市星の杜小学校）

３（２）新しい学校施設

平面計画２階（案）の概要
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３（３）今後の建設スケジュール（予定）

令和６年度 ３小学校が統合
新校舎の基本設計

 令和７年度 実施設計

 令和８～９年度 建設工事

令和10年度 施設一体型の小中学校開校

※最短スケジュール見込み
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４ その他
（今後議論していくこと）
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（１）統合準備委員会で議論していくこと

●市長部局ほか関係課と一緒に、今後本格的に検討

●それぞれの地域の意見を伺っていく。

●峰山小学校、小布杉分校については、民間活力導入のための
サウンディング等を実施

（２）各小学校の跡地利用について

●９年間を通して子どもたちを育てていくために、小中一貫校、
義務教育学校等について研究・検討

●学校名、校歌、校章等についても検討

４ その他（今後議論していくこと）
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